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ま
ぼ
ろ
し
の

南
摩
綱
紀
撰
「
湿
疹
西
村
先
生
碑
銘
」
を
探
る

五
十
嵐
　
金
三
郎

　
故
人
め
履
歴
は
、
－
そ
の
人
の
最
も
身
近
に
あ
っ
て
信
頼
の
お
け
る
人
が

書
い
た
墓
碑
銘
に
た
よ
る
の
が
比
較
的
信
愚
性
が
高
い
。
流
布
し
て
い
る

い
く
つ
か
の
人
名
三
曲
ハ
を
み
、
ま
た
様
々
な
資
料
や
学
者
の
書
い
た
諸
論

文
で
そ
の
人
の
事
蹟
を
探
る
手
法
も
一
つ
の
方
法
に
違
い
な
い
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
「
碑
銘
」
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
は
筆
者
の
一
つ
の
態
度
で
あ
る
。
近
年
拓
本
の
道
具
を
背
負
い
な

が
ら
碑
銘
の
採
拓
に
歩
く
所
以
で
あ
る
。
「

　
と
こ
ろ
で
当
館
で
は
、
個
人
文
庫
展
を
昭
和
五
十
七
年
か
ら
こ
れ
ま
で

三
回
に
わ
た
、
っ
て
開
催
し
て
来
た
。
こ
れ
か
ら
，
の
べ
る
西
村
茂
樹
の
碑
銘

の
所
在
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
秋
第
一
回
の
　
　
西
洋
学
術
の
追

求
．
　
展
に
お
け
る
目
録
作
成
の
過
程
で
自
ず
と
生
じ
た
疑
問
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
担
当
者
と
相
計
り
、
許
す
限
り
探
っ
て
み
よ
う
と
し
た
の
で

あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
経
緯
を
あ
る
が
ま
ま
に
書
き
し
る
し
た
も
の
・
で
あ

る
。
一
つ
の
事
実
を
記
録
し
て
診
く
こ
と
に
多
少
の
意
義
を
感
じ
た
か
ら

で
あ
る
。
　
　
　
、

　
「
「
西
村
茂
樹
」
の
場
合
、
そ
の
碑
銘
な
る
も
の
が
全
集
に
も
諸
論
文
の

中
に
も
全
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
事
を
知
ワ
、
少
な
く
と
も
西
村
茂
樹
ほ

ど
の
人
が
碑
銘
一
つ
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
も
お
か
し
い
、
と
い
う
素
朴

な
疑
問
を
も
っ
た
。
　
、
㍉

　
そ
こ
’
で
調
べ
て
み
る
と
、
『
佐
倉
市
誌
資
料
』
第
二
輯
（
昭
和
三
十
四
年

三
月
　
佐
倉
市
公
民
館
刊
　
謄
写
版
）
の
所
在
を
知
っ
た
。

　
早
速
同
誌
を
み
る
と
、
「
金
石
文
」
の
分
類
の
中
に
、
所
在
を
「
東
京
」

．
と
し
て
、
「
西
村
茂
樹
碑
銘
」
の
項
目
を
も
う
け
、
簡
単
な
茂
樹
の
略
伝
を

書
き
つ
づ
っ
た
後
に
、
「
即
言
西
村
先
生
碑
銘
」
と
題
し
、
最
後
に
「
明
治

三
十
七
年
七
月
／
弘
道
会
副
会
長
従
四
位
勲
四
等
南
摩
綱
紀
撰
」
と
結
ん
幽

，
で
い
る
。
碑
文
と
し
て
は
大
変
な
長
文
で
、
字
数
に
し
て
お
よ
そ
二
、
四
五

　
一，

二
七

　
「



○
字
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
と
？
さ
に
こ
の
長
文
を
刻
ん
だ
碑
の
雄
大

な
る
姿
を
思
い
浮
べ
た
q
「
よ
し
！
拓
本
を
採
ろ
う
ノ
」
と
担
当
者
と
話
し

合
っ
た
。
速
決
し
た
。
「
と
こ
ろ
で
こ
の
碑
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
ネ
？
」
、

問
題
の
発
端
は
こ
こ
か
ち
始
ま
っ
た
。

　
す
で
に
解
説
な
ど
で
ご
承
知
の
よ
う
に
、
、
西
村
茂
樹
の
菩
提
寺
は
、
」
東

，
京
・
文
京
亘
千
駄
木
五
丁
目
の
養
源
寺
で
邑
墓
標
は
東
京
都
の
史
蹟
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
「
碑
」
も
当
然
霊
寺
に
建
立
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
疑
う
余
地
は
な
い
。
『
佐
倉
市
誌
資
料
』
で
も
所
在
を
「
東
京
ト
と
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
他
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
早
速
三
三
寺
に
電
話
を
し
「
碑
」
の
所
在
を
確
認
し
た
。
す
る
と
意
外

に
ゐ
墓
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
よ
う
な
「
碑
」
は
建
っ
て
お
り
ま
せ
ん
、
と

い
う
。
『
佐
倉
市
誌
資
料
』
に
ご
・
ア
い
う
碑
文
が
の
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か

も
そ
の
所
在
と
し
て
「
東
京
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
二
三
の
や
り

「
と
り
が
あ
っ
た
が
、
住
職
は
、
先
代
が
亡
く
な
っ
て
跡
を
つ
い
で
ま
だ
日

が
浅
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
「
探
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
想
い
う
返
事
で

結
ん
だ
。

　
養
源
寺
に
は
建
っ
て
い
な
い
と
い
う
つ
そ
れ
で
は
「
碑
文
」
を
載
せ
た

佐
倉
本
誌
編
纂
室
で
知
っ
て
い
る
の
で
は
と
、
そ
れ
か
ら
早
速
電
話
連
絡

を
と
る
。
「
碑
文
の
出
典
は
？
」
と
問
う
、
返
事
は
不
明
で
あ
る
。
「
碑
の

あ
り
か
は
？
」
「
東
京
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
走
い
う
。
昭
和
三
十
四
年
佐

，
倉
公
民
館
時
代
、
台
湾
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
平
田
先
生
が
定
年
で
・

退
職
さ
れ
、
出
身
地
佐
倉
に
帰
ら
れ
髭
面
の
編
纂
に
当
た
ら
れ
た
。
先
生

は
非
常
に
几
帳
面
な
仕
事
を
な
さ
る
方
で
す
か
ら
直
接
「
碑
」
か
ら
拓
本
・

を
採
ち
れ
て
解
読
遷
れ
充
も
の
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
今
は
故
人
に
な
ら

れ
た
が
さ
い
わ
い
当
時
の
記
録
や
拓
本
類
は
今
日
佐
倉
市
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
、
そ
れ
ら
を
探
が
せ
ば
出
典
が
わ
か
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
一
縷

」の

]
み
を
含
ん
だ
返
事
で
あ
る
。

　
　
一
方
本
家
本
元
西
村
の
起
こ
し
た
弘
道
会
に
連
絡
、
だ
が
返
事
は
「
そ

ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
？
、
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
’
と
い
ヴ
返
事
で

愕
然
。
だ
が
諦
め
切
九
ず
今
度
は
東
京
都
の
文
化
財
担
当
者
に
連
絡
を
と

る
。
圏
初
あ
「
墓
の
こ
と
は
史
蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
わ
が
甑
ま
す
が
、

碑
の
こ
と
は
弘
道
会
に
聞
い
て
下
さ
い
」
と
い
う
。
「
弘
道
会
で
は
わ
か
ら
、

な
い
の
で
、
或
は
墓
の
指
定
の
こ
と
も
あ
る
の
で
そ
ち
ら
で
わ
か
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
」
と
更
に
促
す
ど
、
直
接
担
当
の
段
木
氏
が
出

ら
れ
、
「
碑
」
は
養
源
寺
本
堂
の
裏
に
建
っ
て
い
た
、
と
い
う
。

　
昭
和
四
十
三
年
都
の
史
蹟
と
し
て
墓
標
を
指
定
し
た
と
き
解
説
を
建
て

に
行
き
、
そ
の
時
に
、
弘
道
会
の
渡
辺
氏
（
先
代
事
務
長
）
．
ど
、
先
代
の

住
職
と
私
の
三
人
で
碑
を
見
、
西
村
の
も
の
だ
と
思
っ
た
の
で
写
真
を
一

枚
撮
っ
た
記
憶
が
あ
る
、
と
い
う
草
木
氏
の
話
し
で
あ
る
。
・

　
、
こ
の
証
言
を
種
に
養
源
寺
に
再
び
連
絡
を
と
る
と
奥
様
が
起
ち
れ
、
「
そ

う
い
わ
れ
て
み
る
と
あ
れ
が
そ
・
7
か
な
ア
！
、
確
か
に
あ
り
ま
す
」
と
い
一

・
う
返
事
を
も
ら
う
、
そ
し
て
採
拓
の
許
可
を
も
得
る
。
歓
喜
が
ど
っ
と
わ

・
く
。
早
速
そ
の
旨
を
弘
道
会
に
知
ら
せ
、
現
地
養
源
寺
に
直
接
西
村
文
庫

、
担
当
者
で
あ
る
貴
重
書
室
の
井
坂
君
が
「
碑
」
の
下
見
に
赴
く
、
久
し
ぶ

り
の
酷
暑
の
午
後
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
も
糠
喜
び
で
矢
張
り
「
碑
」
，

は
存
在
レ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
帰
る
な
り
が
っ
く
り
力
を
お
ど
し

て
椅
子
に
座
っ
た
。
な
お
さ
ら
疑
問
が
つ
の
る
ば
か
り
だ
。
し
か
ら
ば
『
佐

倉
市
誌
資
料
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
「
る
「
碑
文
」
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
・

果
し
て
出
典
は
？
。
・

　
　
一
方
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
弘
道
会
の
機
関
誌
『
弘
道
』
を
西
村
茂
樹

一
二八」



・
の
没
年
で
あ
る
明
治
三
十
五
年
以
降
か
ら
『
佐
倉
市
誌
資
料
』
第
二
輯
の

一
行
年
次
で
あ
る
昭
和
三
十
四
年
ま
で
、
南
摩
綱
紀
撰
文
の
含
煮
茂
樹
の

碑
文
を
、
伺
室
の
冨
士
原
さ
ん
の
手
を
も
借
り
て
探
し
つ
づ
け
た
。
．
し
か
，

し
、
碑
文
の
こ
と
に
つ
い
て
は
」
言
半
句
も
で
て
こ
な
い
。
益
々
疑
問
は
．

ま
す
ば
か
り
だ
。
『
弘
道
』
に
も
ま
た
南
摩
氏
の
詩
文
集
『
環
碧
楼
遺
稿
』

（
自
筆
稿
本
）
に
も
載
っ
て
い
な
い
碑
文
が
ど
う
し
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
の
南
摩
氏
は
三
十
年
来
西
村
茂
樹
と
一
緒
に
行
動
を
共
に
七
、
自
ら
も

茂
樹
の
薫
陶
を
得
た
と
い
っ
て
い
る
最
も
信
頼
性
の
高
い
人
の
撰
文
で
は

な
い
の
か
、
し
か
も
「
碑
銘
」
の
中
で
「
頃
日
弘
道
会
員
相
謀
将
建
碑
不

・
朽
先
生
学
徳
功
績
、
使
余
論
銘
気
受
先
生
薫
陶
三
十
年
、
不
可
以
不
文
而

僻
、
・
乃
三
三
家
譜
及
土
屋
三
冠
所
著
伝
、
更
加
余
所
三
三
序
」
と
碑
文
を

書
く
因
由
も
ち
ゃ
ん
と
述
べ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
ゼ
う
し
て
も
納
得
で

馳
き
な
い
ゐ
更
に
擦
索
は
つ
づ
く
。
，

　
　
西
村
の
晩
年
の
二
十
年
は
、
墨
田
区
向
島
に
住
み
、
そ
こ
を
根
城
に
し

　
て
「
国
民
的
道
徳
論
」
を
か
か
げ
て
全
国
を
遊
説
し
、
噛
つ
い
に
そ
こ
で
没

し
て
お
り
、
墨
田
区
は
西
村
と
は
因
縁
の
深
い
旧
地
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
墨
．

、
、
田
通
史
』
を
締
い
た
上
で
町
追
丁
編
纂
室
に
連
絡
、
重
ね
て
養
源
寺
の
あ

　
る
文
京
区
に
住
む
知
人
の
郷
土
史
家
渡
辺
得
治
郎
氏
に
尋
ね
、
そ
し
て
、

　
初
代
の
都
文
化
財
調
査
担
当
官
で
あ
っ
た
稲
村
坦
元
畜
か
ら
、
息
男
徹
示

・
氏
を
通
じ
て
聞
き
、
重
ね
て
現
都
文
化
財
担
当
官
の
忌
事
氏
よ
り
二
代
目
，

　
抵
当
官
の
金
山
正
好
氏
の
紹
介
を
受
け
、
件
の
こ
と
を
質
問
し
た
が
、
「
碑
」

　
の
正
体
は
一
向
に
わ
か
ら
な
い
。

　
　
筆
者
も
い
よ
い
よ
足
で
探
か
ほ
か
な
い
之
考
え
、
二
度
養
護
寺
に
身
を

　
運
ん
だ
。
奥
さ
ま
に
会
い
、
お
抱
え
の
墓
石
工
氏
忙
会
い
、
三
十
年
来
三

　
代
に
わ
た
っ
て
墓
所
の
守
を
し
て
い
る
ご
婦
人
に
会
い
、
そ
し
て
西
村
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
本
郷
の
麟
祥
寺
（
春
日
の
骨
の
菩
提
寺
）
の
住
職
に
も

9お

ﾟ
に
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
「
碑
」
の
建
っ
た
こ
と
、
ま
九
．

そ
の
所
在
を
証
言
し
て
下
さ
っ
た
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
た
充
現
都

文
化
財
雪
曇
担
当
官
の
段
木
津
の
み
そ
の
可
能
性
を
の
ぞ
か
せ
た
発
言
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

あ
っ
た
が
、
氏
の
記
憶
も
時
の
立
つ
に
つ
「
れ
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
こ
と
力

判
明
レ
て
き
た
。
を
れ
だ
け
に
ど
う
し
て
も
諦
め
切
れ
な
．
い
ま
国
、
養
源
「

寺
、
都
文
化
財
調
査
担
当
官
の
野
木
氏
、
佐
倉
市
誌
編
纂
室
の
青
柳
氏
、
｝

弘
道
会
の
渡
辺
事
務
局
長
、
墨
田
区
史
編
纂
室
の
奈
良
氏
ら
、
多
角
形
の

線
を
結
ん
で
西
村
茂
樹
の
「
碑
文
」
ど
い
う
点
の
正
体
を
明
か
そ
う
と
し

て
何
回
と
な
く
往
復
を
重
ね
て
き
た
。
そ
し
て
今
日
の
時
点
で
二
応
の
結

論
禧
鍵
養
繋
壁
に
載
っ
た
睡
　
の
か

　
　
　
，
「
泊
翁
西
村
先
生
碑
銘
」
の
咄
典
如
何
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

．，

^
問
は
何
ら
氷
解
す
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の

碑
文
に
つ
い
て
は
西
村
茂
樹
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
全
く
知
ら
れ
ズ
い
な

＼
い
今
日
に
お
い
て
、
ぜ
ひ
全
文
を
転
載
し
広
ぐ
世
t
紹
配
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
・
或
は
思
い
が
け
ぬ
と
こ
ろ
が
ら
疑
問
を
解
く
鍵
を
与
え
て
下
さ
る

方
も
あ
ろ
う
と
考
え
、
〉
佐
倉
市
誌
編
纂
室
の
青
柳
氏
の
ご
理
解
を
得
て
掲
’

，
載
さ
せ
て
覧
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
以
上
の
経
緯
を
ご
理
解
の
上
大
方
の

・
ご
教
示
を
得
ら
れ
れ
ば
幸
で
あ
る
コ
’

注
一

ご
控
ま
で
の
調
査
も
さ
る
こ
ど
な
が
ら
一
筆
者
の
経
験
に
よ
れ
ば
「
碑
銘
隔
に
は
、

撰
者
名
・
築
立
者
名
・
撰
文
の
筆
者
名
・
刻
工
名
等
が
記
録
さ
れ
る
の
が
一
般
で

．
あ
る
が
、
こ
の
碑
文
に
は
患
者
名
し
か
記
さ
れ
て
い
女
い
。
い
わ
ば
「
碑
銘
」
の

／



注
二

態
を
な
し
て
い
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
撰
文
の
み
で
終
り
碑
は
建
た
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
ツ
ナ
ノ
リ

南
摩
綱
紀
（
一
八
二
三
1
一
九
〇
九
）
は
明
治
時
代
の
教
育
家
、
文
政
六
年
十
，
一

月
会
津
藩
士
綱
雅
の
子
と
し
て
若
松
に
生
れ
る
。
字
は
上
張
、
号
は
羽
峰
。
藩
学

日
新
館
に
入
り
、
二
十
五
歳
に
藩
命
遊
受
け
て
江
戸
に
出
昌
平
費
に
修
め
る
ご
と
・

八
年
、
つ
い
で
杉
田
成
卿
、
石
井
斧
太
郎
に
洋
学
を
学
ぶ
。
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
藩
命
に
よ
り
関
西
諸
士
を
歴
遊
風
俗
を
探
り
『
宝
飾
管
見
録
』
を
著
わ
し
て

献
上
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
樺
太
島
中
衛
を
拝
命
、
代
官
と
な
り
、
在
島
六
・

年
島
人
を
撫
育
教
化
し
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
藩
邸
の
学
職
と
な
る
。
慶
応

．
四
年
（
一
入
六
八
）
正
月
鳥
羽
伏
見
の
役
に
大
阪
に
あ
り
ひ
そ
か
に
形
勢
を
探
り

当
落
、
隣
藩
の
問
を
往
来
し
た
が
会
津
城
陥
落
に
及
び
高
田
藩
に
幽
閉
、
翌
年
赦

免
、
間
も
な
↑
淀
藩
に
招
か
れ
、
つ
い
で
京
都
府
学
職
に
つ
き
、
以
後
太
政
官
、

文
部
省
を
経
、
東
京
大
学
、
高
等
師
範
学
校
等
の
教
授
を
歴
任
し
た
。
和
漢
洋
の

歴
史
学
に
遣
じ
、
詩
文
に
長
じ
、
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
公
職
の
傍
ら
初

代
日
本
弘
道
会
剖
会
長
と
し
て
西
村
茂
樹
と
共
に
活
躍
、
斯
文
学
会
講
師
、
明
治

三
十
六
・
七
年
（
一
九
〇
三
、
四
）
宮
中
御
講
書
始
に
ご
進
講
の
栄
を
担
う
。
明

治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
四
月
十
三
日
正
四
位
に
叙
し
た
が
げ
同
日
妓
し
た
。

年
八
十
七
。
著
書
に
『
内
国
史
略
』
『
追
遠
録
』
『
環
碧
楼
遺
稿
』
な
ど
が
あ
る
。

墓
地
は
谷
中
甲
種
甲
第
一
号
七
側
に
あ
る
。

　
泊
翁
西
村
先
生
碑
銘

学
問
　
博
、
徳
行
純
篤
、
可
正
面
世
師
表
者
、
豊
富
先
生
是
也
、
・
先
生
幼

名
平
太
郎
、
後
立
鼎
又
茂
樹
、
土
窯
其
号
、
姓
源
氏
、
，
系
出
自
新
酒
継
三
郎

義
光
、
後
頭
長
泰
始
氏
西
村
、
其
五
言
手
元
治
仕
蒲
生
氏
卿
や
構
戦
功
、

後
三
世
行
贋
判
佐
倉
藩
堀
田
侯
、
子
孫
世
襲
、
考
芳
平
為
人
剛
毅
、
材
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
二
八
）

文
武
、
長
経
済
、
有
政
績
、
批
荒
井
氏
、
先
生
以
文
政
十
一
年
三
月
十
三

・
日
生
干
江
戸
、
記
入
藩
学
温
故
堂
、
修
文
愚
闇
、
年
十
⊥
厚
作
藤
原
基
経
論
、

安
井
息
軒
、
大
誓
書
、
既
而
從
大
塚
翠
黛
、
学
西
洋
砲
術
、
－
窮
蕊
奥
、
又

就
佐
久
間
象
山
、
学
西
洋
兵
法
、
、
象
山
日
、
砲
術
不
如
兵
法
、
兵
法
不
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
五
〇
）

洋
学
、
先
生
深
沓
厚
畳
、
自
此
大
要
力
於
西
籍
、
嘉
永
三
年
、
先
生
三
家

為
支
藩
佐
野
像
領
事
薯
伝
璽
箋
辱
臣
董
不
服
先

生
極
諌
、
君
悔
悟
細
之
、
一
葉
魚
雷
＾
六
年
六
月
、
米
国
軍
艦
来
浦
賀
、

乞
互
市
、
・
先
生
旦
ハ
意
見
上
之
藩
主
、
差
響
海
防
策
、
上
之
阿
部
閣
老
、
三
々

数
千
言
、
皆
合
機
宜
、
當
此
前
、
開
港
荒
夷
謬
説
紛
起
、
先
生
常
持
開
港

．
説
、
而
時
論
以
墨
黒
説
為
正
義
、
先
生
嘆
日
、
是
因
不
知
海
外
形
勢
耳
、

坊
強
調
幕
府
、
欲
遊
学
海
外
伝
習
其
長
技
以
懲
口
置
、
世
人
、
閣
老
不
可
、

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
粛
正
衡
学
卒
、

安
政
元
年
十
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
正
碩
石
墨
後
、
年
内
十
三
、
先
・

生
受
遺
託
、
整
理
藩
政
、
或
嘲
之
日
、
牛
刀
割
鶏
、
先
生
日
、
，
獅
子
三
三
、

細
思
全
力
、
’
ゴ
穏
五
部
粛
正
上
諭
為
閣
老
、
・
專
管
外
国
事
、
先
生
掌
機
密
．

　
　
　
（
マ
マ
）

蓬
蚤
牢
藩
王
正
睦
君
為
閣
老
專
算
国
事
先
生
掌
機
密
文
葦

熔
三
年
＋
尺
上
童
．
徳
川
慶
喜
密
着
些
事
尋
為
徳
川
丁
重
一
箪

是
月
愚
智
歯
冠
京
師
隅
岩
体
大
阪
、
．
明
治
元
年
一
月
三
日
、
聞
徳
川
氏
出

兵
向
泉
師
、
走
出
望
淀
川
、
兵
庫
無
菌
聖
駕
而
浜
、
夜
再
認
東
方
火
光
燭

天
、
且
三
三
交
戦
也
、
但
火
光
聚
一
所
而
不
移
、
虚
蝉
東
軍
敗
　
、
翌
日

敗
報
三
三
、
先
生
謂
帰
路
必
塞
、
三
三
暗
嶺
、
船
琵
琶
湖
、
至
堅
田
佐
野

藩
別
口
遇
也
、
三
冠
篠
旧
師
三
三
、
三
三
回
忌
三
相
、
勧
彊
丘
ハ
，
不
省

尋
帰
東
京
、
層
二
年
半
佐
倉
藩
大
童
臨
き
四
年
三
月
上
書
欲
開
墾
印
半
面
、
．

計
巳
成
、
聞
廃
藩
議
起
、
不
果
、
・
更
議
士
族
授
産
法
、
大
検
封
邑
、
得
荒

地
七
百
絵
町
、
分
霊
士
族
一
千
二
百
饒
戸
、
毎
戸
得
五
段
伝
歩
、
乃
懇
拓

当
直
、
栽
培
茶
壷
、
年
青
茶
葉
数
千
貫
、
販
之
海
外
、
得
巨
利
考
量
生
産
、

一
三
〇

二



・
八
月
、
為
兵
部
省
所
辟
、
辞
而
不
出
、
十
一
丹
、
任
印
旙
縣
椹
参
事
、
固

辮
、
．
不
正
、
r
鋭
＝
雷
干
病
僻
、
五
月
、
開
家
塾
於
東
京
、
．
深
川
、
授
生

徒
、
意
想
著
述
、
六
月
有
感
於
時
事
、
欲
興
貴
族
院
、
與
木
戸
参
議
、
山

田
少
將
黒
毛
租
、
池
田
、
細
川
越
前
詳
論
華
族
謀
、
遂
不
成
、
八
月
、
與

車
室
禮
等
謀
、
叛
明
六
杜
、
即
今
学
士
會
院
也
、
無
為
本
邦
学
会
之
始
、
、

＋
悪
書
部
省
五
等
出
佳
㌶
五
誉
等
豪
華
選
書

叙
從
五
位
、
爾
来
啓
沃
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
労
功
居
多
焉
、
九
年
、
任
文

部
大
丞
、
三
月
級
修
身
学
肚
、
初
太
政
官
之
頒
布
学
制
也
、
先
生
讃
主
事

、
間
所
以
立
身
治
生
興
産
、
日
、
論
則
善
梨
、
但
言
説
及
仁
義
忠
孝
漸
落
＾

恐
後
世
不
堪
暴
馬
、
当
時
学
者
皆
眩
惑
西
洋
学
術
、
以
道
義
為
選
奨
、
先

生
慨
嘆
日
、
儒
道
漸
廃
、
修
身
工
学
失
其
根
砥
、
人
心
放
逸
∵
將
無
所
底

止
、
因
欲
財
力
維
持
国
民
道
徳
、
是
所
以
三
三
肚
也
、
後
望
事
日
本
差
道

会
・
刊
鰹
究
貯
・
仕
文
部
大
書
記
官
～
ド
蝋
職
「
二
月
為
東
京
学
士
会
口
具

蓋
無
二
叙
勲
四
等
脇
旭
日
小
車
呈
㌍
輪
ド
古
里
内
省

三
等
出
仕
、
為
文
学
御
用
掛
一
華
文
部
省
編
輯
局
長
、
乃
塞
当
時
学
者
い

編
纂
須
要
書
法
絵
種
、
如
古
事
類
苑
最
法
醗
未
醤
成
、
ド
量
見
匠
月
、

叙
勲
三
等
、
賜
旭
日
中
綬
章
、
十
二
年
、
朝
廷
全
史
大
政
、
法
律
制
度
禮

儀
風
俗
、
一
模
倣
泰
西
、
古
来
所
傳
忠
孝
節
義
勇
武
廉
恥
、
如
棄
而
不
興

者
、
先
生
憂
憤
、
聚
衆
於
荘
園
脳
六
購
説
連
三
日
、
大
豊
楊
人
心
、
．
後
印
行

之
、
日
本
道
徳
論
是
也
、
十
九
年
、
任
宮
中
顧
問
官
、
叙
從
四
位
勅
任
二

等
演
舞
省
兼
塾
垂
．
年
七
尺
兼
任
華
野
饗
長
乃
欲
参

酌
本
邦
古
代
典
令
、
興
欧
米
諸
工
学
規
、
改
定
其
教
則
、
腹
癒
罷
職
’

鱈
豆
↓
午
賜
憲
怯
発
布
紀
念
牽
先
是
先
生
拝
受
宮
輔
導
命
又
磐
栖

川
、
東
伏
見
、
北
白
川
、
伏
見
四
親
王
聰
、
白
鼠
洋
史
、
大
見
信
任
、
先

生
常
請
、
「
西
洋
諸
国
以
耶
蘇
教
酒
養
国
民
道
徳
、
本
邦
道
徳
三
教
、
三
三
、

’

皇
室
為
基
礎
、
・
如
其
智
謀
日
付
之
文
部
省
而
可
、
暦
書
語
同
僚
及
宮
内
大
、

臣
皆
葦
単
車
之
文
部
大
臣
大
臣
凝
縫
不
空
曇
午
、
，

難
論
請
設
明
倫
院
於
宮
内
省
中
、
亦
不
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
九
月
、
為
貴
族
院

議
員
、
．
後
二
年
、
以
露
悪
合
僻
之
、
、
農
耕
上
書
諸
大
臣
、
痛
論
国
事
、
前

媛
纏
遍
＋
通
綴
切
時
勢
養
思
詰
一
二
賜
瑞
宝
章

三
十
三
年
進
一
等
官
、
叙
從
三
位
、
．
以
年
老
僻
職
、
　
匿
聖
上
賜
菊
花
章

識
雛
欝
学
鰭
蕪
罐
二
船
難
毅
静

院
、
貫
主
、
八
月
十
五
日
、
大
漸
、
「
　
幽
門
下
賜
鮮
魚
及
葡
萄
酒
、
　
　
東

宮
賜
餐
鱗
、
十
六
日
、
特
旨
叙
正
三
位
勲
一
等
、
授
瑞
宝
章
、
奮
藩
主
堀

田
正
倫
君
、
自
鎌
倉
特
帰
、
世
道
間
府
、
十
入
日
遂
莞
壽
七
十
又
五
、
　
　
平

場
下
賜
皇
運
金
五
百
圓
、
　
　
東
宮
賜
金
五
拾
圓
、
二
十
二
日
、
葬
東
京

本
郷
区
駒
籠
桑
果
寺
、
三
遠
者
一
千
絵
人
、
先
生
躯
幹
豊
偉
、
容
温
言
属
、

喜
怒
不
見
色
、
深
究
租
漢
洋
之
学
、
融
合
其
説
、
斜
酌
時
勢
、
侃
々
誰
議
、

致
力
国
家
、
知
無
不
言
、
言
無
鼻
翼
、
糞
意
撒
餌
翼
盛
会
道
徳
確
立
萬
世

基
礎
、
其
自
修
、
言
行
相
顧
、
一
動
一
理
、
皆
為
世
楷
範
、
所
謂
可
為
萬

世
師
表
運
営
邪
、
先
生
之
在
文
部
省
也
、
周
遊
海
外
、
漿
勧
学
事
、
後
又

歴
遊
各
地
、
諄
々
説
道
徳
、
士
民
信
服
鞘
堂
弘
道
会
員
殆
一
萬
人
、
支
帯

室
一
百
三
十
絵
之
多
、
先
生
所
著
圭
『
萬
国
史
略
、
西
国
紀
原
、
婦
女
鑑
、
．

小
学
修
身
訓
、
初
学
宝
訓
、
．
心
学
講
義
、
．
日
本
道
徳
論
、
讃
書
次
第
、
泊

　
　
　
　
（
マ
マ
往
力
）
「

　
　
　
　
　
　
　
　
建
言
稿
、
記
憶
録
、
訂
識
録
、
其
他
所
謬
述
、
防
海

事
危
言
、
鐘
撞
録
、

要
論
、
経
済
要
旨
、
教
育
史
、
西
史
年
表
、
泰
西
史
鑑
、
洛
日
干
入
門
逃

凡
』
百
絵
冊
、
其
厚
田
者
、
言
論
鍍
及
随
筆
若
干
巻
、
配
佐
倉
藩
鈴
木
光

要
圭
男
三
次
選
別
成
塞
由
月
讐
、
女
早
共
嫁
入
、
三
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
．

一
三「

【



さ
れ
た
。
入
一
一
〇
年
計
画
で
目
録
の
編
さ
ん
戸
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
が

進
め
与
れ
．
利
用
案
内
の
作
成
、
閲
覧
傷
拡
大
な
玄
課
題
之
な
、
ぞ

い
る
。

＊
「
周
回
三
会
図
無
館
月
報
」
二
五
八
号
（
．
一
九
入
二
年
）
、
二
七
六
号
（
一
九
八
四
年
）

主
要
参
考
資
料
・

○
赤
子
　
「
我
国
三
三
館
概
述
」
　
歴
史
三
三
　
一
九
八
二
年
三
期

○
陳
回
禄
　
「
中
国
近
代
史
資
料
概
述
」
　
一
九
八
二
年
　
中
華
書
局
、

○
趙
越
’
「
中
国
歴
史
棺
案
沿
革
祖
探
」
　
遼
寧
大
学
学
報
　
一
九
入
三
年
四
期

・
「
三
人
昼
ハ
和
国
三
四
編
」
一
九
五
六
年
工
ハ
月
、
三
五
葦
葺
⊥
二
丁

○
「
中
国
棺
案
学
会
成
立
」
　
歴
史
棺
案
　
二
九
八
二
年
一
期

・
「
全
国
肇
工
作
会
議
在
北
京
下
欄
」
歴
史
肇
、
先
八
三
三
期

。
「
歴
史
学
年
鑑
」
　
一
九
毛
九
、
一
九
八
】
年
　
棺
案
館
の
項
．

o
「
史
学
三
三
」
　
一
九
八
二
、
一
九
八
三
年
各
期
　
棺
三
差
の
填
‘

．
・
回
国
百
科
年
鑑
」
一
九
八
二
、
究
八
三
年
一
九
八
四
年
肇
募
項
二

〇
郎
子
揚
「
「
故
宮
町
清
棺
案
概
論
」
清
史
論
叢
　
一
集
　
一
九
七
九
年

○
朱
金
隠
　
「
故
宮
明
清
棺
案
部
所
蔵
棺
案
的
過
去
和
現
在
」
　
盛
代
翻
案
史
粁
叢
編

　
、
三
三
　

一
九
七
九
年
　
．

○
李
鵬
年
　
「
故
宮
明
清
棺
案
部
所
存
主
要
梢
案
述
略
」
．
清
代
診
案
史
料
叢
編
’
里
塚

　
一
九
七
九
年
　
　
　
　
㌧
，
h
、

○
李
鵬
年
　
「
内
閣
大
庫
i
盛
代
最
重
要
的
棺
案
庫
」
　
故
宮
博
物
書
院
刊
　
一
九
八
．
○

　
年
二
期
，
「

o
神
田
信
夫
　
「
中
国
第
一
歴
史
三
三
館
訪
問
記
」
　
東
方
学
　
六
一
輯
　
一
九
八
一
年

○
単
士
魁
　
「
中
国
第
一
歴
史
愚
案
館
」
　
歴
史
梢
案
二
九
入
一
年
一
期
、

○
「
中
豊
第
一
歴
史
棺
心
労
所
蔵
棺
案
編
輯
出
版
情
況
一
覧
表
」
　
歴
史
三
三
　
一
九
八

　
二
年
二
期

○
「
中
国
第
一
歴
史
棺
熱
量
二
九
八
三
年
棺
馬
韓
周
延
訳
工
作
綜
述
」
．
歴
史
棺
案
　
一

　
，
馬
入
三
年
二
期
、

○
鞠
徳
源
　
「
三
三
三
三
管
理
走
向
現
代
化
」
、
光
明
日
報
　
一
九
八
四
年
九
三
亭
七
日

・
陳
興
唐
「
中
個
第
二
歴
史
棺
案
館
」
歴
史
立
案
．
況
八
一
年
二
期

O
三
三
零
　
「
三
三
く
中
華
民
国
史
V
三
三
史
料
回
収
三
和
整
理
」
　
歴
史
棺
案
　
一
九
凡
．

　
三
年
一
、
一
期
　
　
・
　
、
・
　
」
．
　
」

○
三
軒
　
「
台
湾
所
蔵
民
国
棺
案
」
　
歴
史
棺
案
　
、
一
九
八
四
年
二
期
，
「

。
．
三
国
現
代
史
研
究
資
料
．
塗
筆
禽
刊
行
さ
れ
た
肇
資
料
」
・
ヰ
国
研
究
通
報

　
　
一
九
八
四
年
一
〇
月

ρ
「
歯
第
二
歴
史
三
舞
意
向
台
湾
学
者
開
放
」
入
筆
報
、
充
八
四
年
四
月

　
　
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
噸
か
は
ら
・
ま
す
え
デ
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
課
）

＝一

∴黶

一≡
℃
O
＝
一
一
三
一
＝
一
＝
一
≡
一
≡
一
［
≡
≡
＝
ヨ
≡
＝
＝
一
一
一
三
一
＝
一
＝
＝
一
三
三
「
一
＝
一
≡
三
＝
≡
≡
三
「
＝
≡
≡
≡
一
＝
＝
一
≡
一
＝
≡
＝
三
一
≡
三
≡
一
＝
≡
三
＝
・
．

三
一
ペ
レ
ジ
よ
り
続
↑
）
、

女
天
、
孫
龍
太
郎
屯
家
、
頃
甘
弘
道
会
員
柑
謀
將
建
碑
不
朽
先
生
学
徳
功

、
使
豊
作
銘
余
受
先
生
薫
陶
三
十
年
、
不
可
以
不
文
而
僻
・
」
乃
振
其
家

及
土
屋
倍
旧
旧
著
伝
、
更
加
余
所
三
三
序
、
係
三
日
、

軽
子
於
天
　
弘
之
在
人
　
世
迷
私
利
　
多
重
本
原
」
偉
　
先
生
一
隻
手

廻
瀾
　
三
三
三
徳
、
三
哲
三
三
　
弘
道
三
会
．
誘
導
国
民
　
和
漢
洋
学

研
究
深
淵
　
著
書
充
棟
．
．
三
明
葺
倫
一
墨
壷
不
死
　
遺
徳
千
年

萌
治
三
十
七
年
七
月

道
会
副
会
長
從
四
位
勲
四
等
南
摩
綱
紀
撰

（
い
が
ら
し
・
き
ん
ざ
ぶ
ろ
う
　
人
文
課
）
．
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